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米国工作機械（切削型）受注統計
（金額単位：千ドル）

受 注年 月 金 額台 数
120,7727902010年1月
157,0669072月
225,8131,2703月
206,3421,2354月
164,6811,1345月
224,4921,3816月
248,9361,3457月
226,7621,3308月
359,0551,8569月
368,0181,95310月
298,4991,86011月
396,7202,09712月

2,997,15617,1582010年累計

338,2391,8212011年1月
299,0001,6352月
476,4672,4253月

1,113,7065,8812011年累計

◆米国工作機械受注統計（3月）
AMT（米国製造技術工業協会）及びAMTDA（米国

工作機械販売協会発表の受注統計（USMTC）によると、

2011年3月の米国切削型工作機械受注は、4億7,647万

ドルで前月比59.4％増、前年同月比111.0％増となった。

AMTのWoods専務理事は「3月の工作機械販売額は、

再度大幅に予測を超えた。米国経済にとって素晴らし

い兆候である。顧客は、高効率で燃費や価格の上昇に

対応するため機械を最新化するだけでなく、サプライ

ヤーの価格上昇や在庫減が、税額控除を利用しようと

するマインドを引き上げているようである。」

（USMTCレポート 5月9日付）
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（単位：百万ドル）
2010年累計
（R）

2011年累計
（P）前年同月2011年2月2011年3月

（P）地 域 別 前年同期比
（％）

前年同月比
（％）

前月比
（％）

全
米

121.3503.171,113.70111.0225.8159.4299.00476.47切 削 型
89.747.3689.8611.731.0737.025.3234.69成 形 型
118.6550.531203.5799.0256.8857.6324.32511.15計

北
東
部

105.782.55169.77112.233.0535.151.9170.13切 削 型
85.75.9611.07117.12.89131.32.726.28成 形 型
104.388.50180.84112.635.9539.954.6376.41計

南
部

48.081.17120.165.236.3322.531.1838.21切 削 型
28.210.5113.47-6.67.99135.73.177.47成 形 型
45.891.68133.623.144.3333.034.3545.68計

中
西
部

175.0148.18407.45188.571.57108.898.92206.52切 削 型
176.310.6029.3020.26.38-32.611.377.66成 形 型
175.1158.79436.75174.877.9594.2110.29214.18計

中
部

143.4126.65308.26110.954.6624.892.33115.27切 削 型
75.014.3525.1228.08.5396.75.5510.91成 形 型
136.4141.00333.3899.763.1928.997.88126.18計

西
部

67.264.62108.0653.530.1988.024.6546.34切 削 型
83.75.9410.91-55.25.28-6.02.522.36成 形 型
68.670.56118.9737.335.4779.327.1748.70計

Ｐ：暫定値 R：改定値 ＊：1000％以上
四捨五入により合計値及び％は一致しない場合がある。
出所：USMTC

◆米国工作機械受注統計（地域別）

工作機械受注の月次推移（米国）

◆米国工作機械貿易統計（3月）
毅2011年3月の米国工作機械輸出額（切削型）は、

前月比37.5％増の199.5百万ドルであった。

2011年1～3月の輸出累計は、前年同期比65.8％

増で、499.0百万ドルであった。

毅2011年3月の米国工作機械輸入額（切削型）は、

前月比29.8％増で261.3百万ドルであった。

2011年1～3月の輸入累計は、前年同期比73.3％

増で668.9百万ドルであった。

（AMTReport 2011年5月11日付）
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前年比
増減率
（％）

2010年
1-3月

2011年
1-3月

3月/2月
増減率
（％）

2011年
2 月

2011年
3 月

65.8301.0499.037.5145.1199.5輸 出
73.3386.1668.929.8201.3261.3輸 入切 削 型
99.6（85.1）（169.9）10.0（56.2）（61.8）収 支
65.0152.1251.08.380.286.8輸 出
51.8111.7169.567.542.871.7輸 入成 形 型
101.640.481.5（59.5）37.415.1収 支
65.5453.1750.027.1225.3286.3輸 出
68.4497.8838.436.4244.1333.0輸 入合 計
97.9（44.7）（88.4）148.2（18.8）（46.7）収 支
67.5195.4327.421.496.7117.3輸 出
82.1322.2586.728.2178.8229.3輸 入N C 機
104.7（126.7）（259.4）36.3（82.1）（111.9）収 支

㊟ (はマイナスを表す。四捨五入により、合計値と一致しない場合がある。
出所：AMT－TheAssociationforManufacturingTechnology

韓国工作機械受注（2011年2月）
（単位：百万ウォン）○業種別受注（2011.1～2）

前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1需 要 業 種
21.226,84322,151-12.412,53614,307鉄鋼・非鉄金属
112.058,50527,591-4.328,60729,898金属製品
88.966,56835,242-6.032,25134,317一般機械
-6.240,02142,662-2.219,78920,232電気機械
34.5119,42188,7992.160,34459,077自動車
95.822,02111,248-11.710,32811,693造船・輸送用機械
82.715,5878,531-40.45,8199,768精密機械
69.922,07512,991-5.810,71011,365その他製造業
17.02,7062,3121.21,3611,345官公需・学校
62.514,4228,87620.47,8776,545商社・代理店
111.478036943.0459321その他
49.2388,949260,772-4.4190,081198,868内 需 合 計
126.1374,132165,46416.2201,111173,021外 需
79.0763,081426,2365.2391,192371,889受 注 累 計

出所：韓国工作機械産業協会
注：1）％は前月から変更 2）前年同月比％変更

（単位：百万ウォン）○機種別受注（2011.1～2）
前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1機 種

58.3257,544162,666-7.4123,857133,687NC旋盤
59.43,4442,16111.41,8151,629NCフライス盤
71.4223,345130,292-4.7109,013114,332マシニングセンタ
-100.0－4,213－－－NC放電加工機
68.3567,859337,447-7.7272,517295,342N C 小 合 計
11.66,7266,0277.33,4823,244旋盤
55.49,0005,793-9.84,2674,733フライス盤
20.41,9901,65339.21,158832ボール盤
99.021,59810,852-15.29,91211,686研削盤
－－－－－－専用機
82.448,82726,767-7.123,51725,310非 N C 小 合 計
69.3616,686364,214-7.7296,034320,652金 属 切 削 型
136.0146,39562,02285.795,15851,237金 属 成 形 型
79.0763,081426,2365.2391,192371,889総 合 計

出所：韓国工作機械産業協会
注：1）％は前月から変更 2）前年同月比％変更

◆韓国工作機械主要統計（2011年2月）
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韓国工作機械生産&出荷統計（2011年2月）
（単位：百万ウォン）○生産（2011.1～2）

前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1機 種 別
21.2215,018177,4060.9107,993107,025NC旋盤
-81.11,0145,376107.3684330NCフライス盤
19.1142,728119,858-2.770,40572,323マシニングセンタ
-21.1495627-32.2200295NC放電加工機
57.815,0749,55068.29,4545,620NC中ぐり盤
17.3412,588351,6873.3209,673202,915N C 小 合 計
11.44,3223,881-25.51,8452,477旋盤
4.94,7904,56529.32,7012,089フライス盤
21.4551454-25.6235316ボール盤
41.83,5572,50852.32,1471,410研削盤
－2,6002,600-100.0－2,600専用機
15.818,34915,849-28.27,66710,682非 N C 小 合 計
17.3430,937367,5361.8217,340213,597金 属 切 削 型
10.455,03049,834-4.626,86828,162金 属 成 形 型
16.4485,967417,3701.0244,208241,759総 合 計

出所：韓国工作機械産業協会
注：1）前月から％は変更 2）前年同月比％変更

（単位：百万ウォン）○出荷（2011.1～2）
前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1機 種 別

19.2232,789195,303-7.4111,930120,859NC旋盤
-77.51,2035,355164.5873330NCフライス盤
23.5120,97797,9272.561,22159,756マシニングセンタ
31.9695527156.4500195NC放電加工機
76.114,8548,43775.19,4545,400NC中ぐり盤
17.8408,917347,2410.6205,092203,825N C 小 合 計
44.29,6656,7047.55,0074,658旋盤
19.010,4508,779-13.74,8405,610フライス盤
45.169247747.1412280ボール盤
77.44,3322,44263.02,6851,647研削盤
54.43,0501,975-25.71,3001,750専用機
37.631,20422,674-3.915,29515,909非 N C 小 合 計
19.0440,121369,9150.3220,387219,734金 属 切 削 型
44.164,32444,62880.141,35722,967金 属 成 形 型
21.7504,445414,5437.8261,744242,701総 合 計

出所：韓国工作機械産業協会
注：1）前月から％は変更 2）前年同期から％は変更

韓国工作機械輸出統計（2011年2月）
（単位：千USドル）○機種別輸出（2011.1～2）

前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1機 種 別
121.379,17635,7729.041,29237,884NC旋盤
77.757,84932,55725.032,14125,708マシニングセンタ
-98.9423,980－420NCフライス盤
-16.7512615-95.522490NC研削盤
578.110,3751,530636.09,1341,241NC中ぐり盤
-48.27051,361-19.7314391NCボール盤
101.53,6091,791-27.01,5232,086NC放電加工機
-60.75,49513,998-21.72,4133,082NCその他
72.2157,76391,60422.686,88170,882N C 小 合 計
115.15,9072,746183.84,3681,539旋盤
109.02,9221,3984.11,4901,432フライス盤
-21.1627795564.654582ボール盤
66.14,2602,564-55.51,3122,948研削盤
-20.24,6165,782-34.71,8232,793中ぐり盤
29.813,86610,680-1.06,9887,061その他
34.532,54024,1983.216,52616,014非 N C 小 合 計
64.3190,303115,80219.0103,40786,896金 属 切 削 形 合 計
96.8118,31060,125-18.553,12665,184金 属 成 形 型 合 計
75.4308,613175,9272.9156,533152,080総 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更 2）前年同期から％は変更
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（単位：千USドル）○韓国工作機械輸出仕向け国別（2011.1～2）
アメリカ欧 州イタリアドイツアジア中 国日 本機 種 別
19,6871,9019,40326,99817,24023126,576NC旋盤
5,9122173,96210,57833,424039,013マシニングセンタ
000042042NCフライス盤
470004371465NC研削盤

3,006003716,99806,998NC中ぐり盤
8005106372545NCボール盤
2796798801,0146182,640NC放電加工機

1,38000201,0301554,094NCその他
30,0672,21413,44438,85260,2911,37780,373N C 小 合 計
2770003,115903,881旋盤
001,0841,95268467891フライス盤
02511449094159ボール盤
006241,4264424,107研削盤

1,05546004612,70403,099中ぐり盤
76417651,6636,34096510,970その他
2,0965021,1664,54914,2691,65823,107非 N C 小 合 計
32,1632,71614,61043,40174,5603,035103,480金 属 切 削 型 合 計
8,2781318,22444,00627,55988551,544金 属 成 形 型 合 計
40,4412,72932,83487,407102,1193,920155,024総 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更 2）前年同期から％は変更

韓国工作機械輸入統計（2011年2月）
（単位：千USドル）○機種別輸入（2011.1～2）

前年同期比（％）2011.1～22010.1～2前月比（％）2011.22011.1機 種 別
-23.217,19422,400-1.98,5138,681NC旋盤
74.059,24634,045106.539,91819,328マシニングセンタ

1,176.86,218487-24.92,6663,552NCフライス盤
227.630,8409,41320.016,82214,018NC研削盤
1,489.37,247456240.85,6031,644NC中ぐり盤
-98.66435－60NCボール盤
98.59,9895,032-5.74,8485,141NC放電加工機
34.028,19921,044-50.69,32718,872NCその他
70.3158,93993,31223.187,70371,236N C 小 合 計
53.39,3136,076139.56,5702,743旋盤
-5.61,3401,420-74.92691,071フライス盤
-11.1887998-14.4409478ボール盤
-17.59,94912,058-23.04,3295,620研削盤
-63.61,3293,647-76.32551,074中ぐり盤
147.055,73522,562-46.219,49136,244その他
68.078,55346,761-33.731,32347,230非 N C 小 合 計
69.5237,492140,0730.5119,026118,446金 属 切 削 形 合 計
-28.634,78248,690-10.316,44418,338金 属 成 形 型 合 計
44.2272,274188,763-1.0135,470136,804総 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更 2）前年同期から％は変更

（単位：千USドル）○輸入国別（2011.1～2）
アメリカ欧 州イタリアドイツアジア台 湾日 本機 種 別
1,81203012,96511,09811112,417NC旋盤
1,02301,2801,28051,2455,66956,943マシニングセンタ
002,0272,0274,153104,191NCフライス盤
185684,1667,48020,1281,18322,931NC研削盤
047106,1651,08201,082NC中ぐり盤
0000606NCボール盤
101493,5972,5237976,392NC放電加工機
611,2394,18211,60315,10744216,534NCその他

2,9152,27812,10535,117105,3428,212120,496N C 小 合 計
15449305417,3417288,618旋盤
00001,048641,340フライス盤
330083638101771ボール盤

1,6691623271,3255,6274056,927研削盤
23001191,17701,187中ぐり盤
7479799,57517,59030,6701,53737,297その他
2,6261,6349,90219,65846,5012,83556,140非 N C 小 合 計
5,5413,91222,00754,775151,84311,047176,636金 属 切 削 型 合 計
3,1053,8713,89110,12716,2502,77421,551金 属 成 形 型 合 計
8,6467,78325,89864,902168,09313,821198,187総 合 計

出所：韓国通関局
注：1）前月から％は変更 2）前年同期から％は変更
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◆米国：製造業部門、21ヵ月連続で成長（4月）
米サプライ・マネジメント協会（ISM）の購買管

理指数（PMI：製造業350社以上のアンケート調査

に基づく月次景況指数）によると、2011年4月の

ISM指数（PMI）は60.4％と景況感の分かれ目であ

る50％を上回り、製造業部門の活動も21ヵ月連続

で成長した。一方、経済全体の動向はPMIが上昇・

下降の分岐点41.2％を23ヵ月連続で上回り、経済

成長を遂げた。

4月の調査結果について、ISMは次のようにコメ

ントしている。「PMI60％越えが4カ月連続続いて

おり、最近の製造業部門の急速な成長傾向は、4月

も継続している。新規受注と生産は共に5カ月連

続60％を越えている。雇用指数は、2011年1～4月、

38年で最高の数値であることから、製造業雇用は

大変好調であると言える。在庫は2カ月間の在庫

調整を経て、4月に増加した。しかしながら新規受

注の好調から在庫の補充が必要となるであろう。

製造部門は2011年予測を上回る結果であるが、部

品や装置の著しい価格圧力に曝されている。」

なお、4月の製造業の景況感について、対象18業

種中、次の17業種が「企業活動を拡大した」と回

答している。木材品、アパレル・皮革製品、石油・

石炭製品、輸送用機械、鉄鋼・非鉄鋼製品、電気

機器・家電製品・部品、非金属鉱産物、機械類、

化学製品、金属製品、コンピューター・電子製品、

繊維製品、食品・飲料・たばこ製品、印刷・同関

連サービス、プラスチック&ゴム製品、紙製品、雑

貨。

ISMが発表した4月の主要個別指数の前月比変

動傾向は以下の通り。

2.主要国・地域経済動向

ISM指数の推移

備 考2011年
3月指数

2011年
4月指数項 目

3月比0.8ポイント低下。4
月のPMI（60.4％）は年率
換算実質GDP成長率6.3％
に相当。

61.260.4ISM 指 数
（PMI）

3月比5.2ポイント低下。拡
大の基準である51.0％を23
ヵ月連続で上回った。14
業種が成長を報告した。

69.063.8生 産

3月比1.6ポイント低下。
22ヵ月連続で増加した。
15業種が成長を報告した。

63.361.7新 規 受 注

前月比8.5ポイント低下。
12業種が増加を報告した。

52.561.0受 注 残 高
（季節調整なし）

3月比2.9ポイント上昇。長
期化の基準である50％を
23ヵ月連続で上回った。
10業種が長期化を報告し
た。

63.160.2サプライヤー納期

前月比6.2ポイント上昇。3
カ月ぶりに増加。9業種が
在庫増を報告した。

47.453.6在 庫

3月比0.3ポイント低下。拡
大の基準である50.1ポイン
トを19ヵ月連続で上回っ
た。18業種が増加を報告
した。

63.062.7雇 用

前月比0.5ポイント上昇。
22ヵ月連続で50％を超過。
18業種が上昇を報告した。

85.085.5仕入れ価格

前月比6ポイント上昇。22
ヵ月連続の増加。13業種
が増加を報告。

56.062.0輸 出 受 注

前月比1.5ポイント上昇。
20ヵ月連続の増加。8業種
が増加を報告した。

56.555.5原材料輸入

（ISMManufacturingReportonBusiness 2011年5月

1日付）

◆米国：製造業設備稼働率は増加（3月）
2011年3月の設備稼働率（速報値）は、全製造業

で75.3％、耐久財製造業で73.9％、機械製造業で

79.0％となった。

前月比で見ると、全製造業では0.4ポイント、耐

久財製造業では0.6ポイント、機械製造業では0.3

ポイント夫々増加している。

一方、前年同月比で見ると全製造業では5.3ポイ

ント増加している。
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（FRBStatisticalReleaseG.17（419）/4月15日付）

◆欧州：EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資
本財生産月次推移（4月）
欧州委員会の発表した2011年4月のEU主要国製

造業景気動向指数（D.I.）（修正後）によると、EU

全体では2ポイント後退している。国別では、ドイ

ツとイタリアが横ばいで推移、フランスは3ポイン

ト、イギリスは4ポイント夫々後退している。

一方、ユーロ圏の資本財生産については、2011

年2月は前年同月比で13.8％増となった。なお、

2011年3及び4月の数字は未発表である。

表した。中国と中東欧を中心に輸出が好調だった

ほか、国内でも需要が上向いた。今年は金融・経済

危機発生以前（08年）の水準まで回復する見通しだ。

輸出高は31％増の37億ユーロ。中国向けは前年

の2.5倍に拡大し、北米を追い抜いて最大となった。

国内売上高は12％増の38億ユーロだった。

分野別では産業用ロボットの売上高が24％増の

20億ユーロに拡大。景気回復に伴い主要顧客の自

動車産業が設備投資を再開したことが追い風とな

った。食品、製薬、化粧品、樹脂業界向け販売も増

えた。製造・ハンドリング装置の売上高は17％増

の43億ユーロ、画像処理装置は同32％増の13億ユ

ーロだった。

（PressRelease 2011年4月14日付）

◆ドイツ：樹脂・ゴム機械業界、10年輸出高は
25.6％増
独プラスチック・ゴム加工機械業界の2010年の

輸出高は33億1,200万ユーロとなり、前年比で

25.6％増加した。中国などアジアを中心にほぼ全

ての地域で需要が拡大した。国外からの輸入も

17.5％増の6億3,300万ユーロと大きく回復してい

る。ドイツ機械工業連盟（VDMA）のプラスチック・

ゴム加工機械部会が11日、連邦統計局のデータを

もとに発表した。

最大の輸出先は前年に引き続き中国で、64.4％

増の5億8,720万ユーロへと拡大した。アジアはイ

ンド、韓国、インドネシア向けも好調で、全体で

30.1％の伸びを記録している。

欧州連合（EU）加盟国は16.3％増加した。イタ

リア、フランス、ポーランドで需要が拡大しけん

引した。EU以外の欧州は16.6％拡大。最大の輸出

先であるロシアは前年を下回ったものの、トルコ

は前年の2倍以上に増加した。

中米と南米はメキシコとブラジルが好調で、そ

れぞれ25.1％、60.7％の増加。北米は30.3％増だっ

た。中近東向けは12.9％減少している。

（PressRelease 2011年4月11日付）

米国製造業の設備稼働率月次推移

EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資本財生産月次推移

（欧州委員会MonthlySurveyofManufacturing

Industry及びIndustrialProduction調査）

◆ドイツ：ロボット・オートメーション業界が回復
ドイツ機械工業連盟（VDMA）のロボット・オー

トメーション部会は14日、独業界の2010年業界売

上高が前年比21％増の75億ユーロに拡大したと発
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◆ドイツ：独航空産業の業績好調
独航空宇宙産業連盟（BDLI）が4月21日発表し

た2010年の業界売上高は前年比4.5％増の247億ユ

ーロとなり、過去最高を記録した。けん引役とな

ったのは民間航空機と宇宙の2部門。宇宙部門は

連邦政府のプログラムが多数、実施されたことが

追い風となり、売上高が6.7％の21億ユーロに達し

た。民間機は業界売上の65％を占める。軍事部門

は売上が減少した。

BDLIのトーマス・エンデルス会長（エアバス社

長）は今年も業績が向上するとの見方を示した。

その一方で、連邦軍改革が軍事部門の業績を圧迫

することに懸念も表明。射出座席メーカー Auto-

flugのアンドレアス・セドルマイヤー社長は国防費

の削減に伴いドイツが最先端技術を喪失する可能

性に危惧を示した。

（FrankfurterAllgemeineZeitung 2011年4月23日付）

◆ドイツ：独機械業界3月受注18％増に
ドイツ機械工業連盟（VDMA）が3日発表した

2011年3月の業界受注高は前年同月比で実質18％

増加した。比較対象の2010年3月は経済危機後初

めて受注が大きく伸びた月のため、11年3月は統計

上のベース効果が小さく、増加率がこれまでに比

べ鈍い。国内受注と国外受注がともに18％拡大した。

特殊要因による統計上のブレが小さい3カ月単

位の比較をみると、11年1～3月は前年同期を32％

上回った。国内が35％、国外が31％増えた。

（PressRelease 2011年5月3日付）

◆スイス：通貨高でスイス機械業界の持続的回復
に影響
スイス機械工業会（SWISSMEM）加盟の機械、

電気、金属関連業種は、新規受注の増加のおかげ

で2010年に深刻な経済危機から抜け出した。だが、

加盟企業を対象とした調査によると、スイスフラ

ン高が利益マージンに打撃を及ぼしており、多く

の企業で営業損失の結果を招いている。

スイスMEMは、その対策としてイノベーション

の促進、新たな自由貿易協定（FTA）の締結、労

働コストの上昇抑制、労働者の移動の自由を規制

しないことを要望している。

スイスの機械業界は、2010年のグローバル経済

成長の恩恵に浴したが、同業界の2010年売上高は

前年比1％減少し、危機（2008年）以前のレベルに

比べると21％も下回っている。また、為替価値が

17％も急上昇しているスイスフランの通貨高が経

済回復のプラス面を損なっている。

受注減を回避するため、輸出メーカーの多くは

価格引き下げを余儀なくされている。調査対象メ

ーカーの48％はスイスフラン高の結果、マージン

が6％以上減少している。

メーカーの大半はスイスフラン高対策をすでに

講じている。短期的には、ユーロ建てによる調達、

為替ヘッジ、価格引き上げなどである。中長期的

には、厳しいコスト管理、効率向上、そして特にイ

ノベーションの促進が必要とされている。

SWISSMEMはその実現のため次の措置を要望し

ている。

1. 加盟企業の研究開発と雇用創出に寄与してき

た「技術・革新委員会」への2012年政府拠出額

5,000万フランの増額。

2. 計画されている中国およびインドとのFTAの

早急な調印。

3. 不足している熟練労働者の移動の自由を規制

しないこと。

4. 労働市場を規制しないこと。

5. 輸入業者は為替差益を還元すること。

成長のペースは向こう数ヵ月間に減速する模様。

最近の新規受注増加傾向から売上高は今後増加す

る見込み。だが、スイスフラン高が緩和する可能

性はほとんどなく、利益マージンへのマイナス影

響は収まりそうもない。

多くの企業は利益をまったく生み出せないか、

薄利で中長期的将来が危うい。スイスMEMは

2011年、スイスフラン高のマイナス影響が強まる
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ものと予想している。

（SWISSMEMプレスリリース 2011年2月24日付）

◆イタリア：景気回復を裏づける2011年第1四半
期の国内工作機械メーカー新規受注
イタリア工作機械工業会（UCIMU）によれば、

国内工作機械メーカーの2011年第1四半期工作機

械受注指数は112.9（2005年＝100）で、前年同期

比19.1％増と2桁の伸びを示した。これで新規受

注は連続5四半期の増加となり資本財投資の回復

を裏付けた。

問題はイタリア国内需要回復の立ち遅れで、海

外市場からの第1四半期受注が指数ベースで前年

同期比32.7％増の141.9と2007年の記録的水準に近

づいたのに対し、国内市場からの受注は69.2で、

前年比1.3％減と低迷が際立っている。

なお、2010年のイタリア工作機械総輸出に、仕

向け先の中国が占める比率は14.2％、次いでドイ

ツ10.5％、米国5.8％、インド5.6％、フランス5.6％、

ロシア4.8％、ブラジル4.7％で、BRIC諸国向け輸

出が近年は目立って拡大している。

また、今年4月中旬に北京市で開催された第12

回国際工作機械展覧会「CIMT2011」には、60社を

超えるイタリア工作機械メーカーが出展している。

UCIMUのGiancarioLosma会長は、工作機械内需

の不振を、国内メーカーの設備投資意欲を殺いで

いる旧態依然の減価償却制度だと指摘し、1988年

以降、変更されないままの減価償却表の改定と自

由償却制度の導入を政府に要望している。

（UCIMUプレスリリース 2011年4月20日付）

◆ドイツ：Schuler、2010/2011年度上半期は大幅
増収に
独プレス機械大手のSchuler（ゲッピンゲン）は

13日の株主総会で、2010/2011年度上半期（2010年

10月～2011年3月）の受注高が前年同期の2億9,390

万ユーロから過去最高の約8億1,700万ユーロに拡

大したことを明らかにした。売上高も前年同期比

35％増の約3億9,300万ユーロに拡大した。

Klebert社長は、「ドイツ国内だけでなく国外か

らの受注も急増している。特に自動車製造や自動

車部品業界の好況が追い風になった」と説明。

2010/2011年の通期は売上高で8億7,000万ユーロ～

9億2,000万ユーロを確保できるとし、収益とも大

幅に伸びるとの見通しを示した。

同社は5月26日に上半期の最終決算を発表する

予定。

（PressRelease 2011年4月13日付）

◆ブラジル：Romi社の2011年第1四半期新規受注
は前年同期比13.1％増
ブラジルの工作機械最大手、IndustriasRomiS.A.

社の2011年第1四半期実績は、新規受注が前年同期

比13.1％増の1億7,893万7,000レアル、売上高は前年

同期比4.4％減の1億3,874万2,000レアル、純利益

は前年同期比25.2％減の789万7,000レアルだった。

在来型旋盤、CNC旋盤、マシニングセンタが主

力製品の同社工作機械事業部門は、Romi社2011年

第1四半期売上高の61.6％を占めている。同部門

の本年第1四半期実績は、新規受注が前年比17.3％

増の1億1,037万レアル、売上高は16.9％減の8,548

万9,000レアルだった。

売上高減少の主因は、インフレ懸念が強まるな

か、国立経済・社会開発銀行（BNDES）が融資申

請の急増に対応できず、「投資支援プログラム」

（PSI）による設備投資向けの低金利融資を2011年

2月25日に暫定的に中止したので、企業の設備投資

意欲が冷やされたためである。2009年7月に不況

対策の一環として発足したPSIは、本年3月末の当

初終了期限が、本年末まで延長される予定になっ

ていた。

Romi社は、今後の業績見通しを楽観視していて、

1）短期的には、企業の製造能力に余力が少なく、

設備増強投資が期待できる、2）中期的には、人件

3.工作機械関連企業動向
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費増に生産性向上で対応するため、また、ブラジ

ルで開催される2014年のサッカー・ワールドカッ

プ、2016年のオリンピックを控えて、機械需要が

増える、3）長期的には、設備投資を促す「ブラジ

ル開発促進プログラム」（PAC）の設備投資促進効

果が期待できる、などとしている。

なお、BNDESが本年2月に発表した今後4年間

（2011～2014年）の設備投資予測によれば、産業の

製造能力や事業規模の拡大、道路・港湾などのイン

フラ整備、物流、スタジアム建設、発電設備、そ

の他への投資額は3兆3,000億レアルと見込まれて

いる。

（Romi社プレスリリース 2011年4月26日）

◆ユーザー関連トピックス
トランスシステム、独VWから設備の改修・新設を受注

ポーランドの搬送システム大手であるトランス

システムが、独大手自動車メーカー、フォルクス

ワーゲン（VW）から、ヴォルフスブルク本社工場

の生産ラインの改修・新設工事を受注した。主力

モデル「ゴルフ」の製造ラインが対象。新規ライ

ンは計器類の組み立てに用いられる。工事は工場

の稼動が休止する8月に実施する。

トランスシステムは今月初めにもスタロヴァ・

ヴォラ発電所から大型受注を獲得したばかり。今

回の契約とあわせた受注額は3,000万ズロチに上る。

トランスシステムは1991年の創立。ポーランド

南東部に位置するポドカルパチア県のヴォラ・ダ

ルシャに本拠を置き、昨年は1億9,500万ズロチの

売上高を計上した。ポーランドのほか、ドイツ、

ロシア、チェコ、ウクライナに事務所を持つ。

（WarsawBusinessJounal 2011年4月15日付）

ドイツ：独JungBoucke、精密プレス事業停止か

3月に倒産し経営再建を進めている独自動車部

品会社ユング・ブーケ（ノルトライン・ヴェスト

ファーレン州ハルヴァー）は、精密プレス部品事業

廃止の危機にさらされている。同社の管財人が4

月27日明らかにしたところによると、同事業の大

口取引先が他の部品メーカーに切り替えを進める

など、顧客の支援が得られないため。このままで

は近日中の事業閉鎖もあり得るとしている。

ユング・ブーケは1892年の設立で、精密プレス加

工（ファインブランキング）部品や鍛造部品、表

面加工、熱処理部品などの製造・開発を手がける。

主な取引先は自動車産業で、従業員数は235人。

2010年売上高は3,000万ユーロだった。

同社は2009年の自動車不況で資金難に陥った。

その後の景気回復に伴う需要急増に対応しきれず

さらに資金繰りが悪化し、今年3月末に会社更生手

続きの適用を申請して倒産した。

精密プレス事業が閉鎖となった場合、40～50人

の従業員が影響を受ける見通し。管財人を務める

ディルク・アンドレス氏は、可能な限り解雇を避け

たい考えだ。

（Automobilwoche 2011年4月28日付）

ThyssenKrupp、足回り・車体部品事業を売却

ThyssenKruppの鉄鋼子会社ThyssenKruppSteel

Europe（デュースブルク）は2日、車両向け足回

り・車体部品事業（ThyssenkruppMetalForming）

をスペインの自動車部品メーカー GestampAuto-

mociónS.L.に売却する契約に調印したと発表した。

取引成立には同社とThyssenKruppの監査役会の承

認、および独禁当局の許可が必要で、順調にいけ

ば今夏にも実現する見通し。取引金額は公表して

いない。3日付『フランクフルター・アルゲマイネ』

紙によると、債務も含めて約5億ユーロに上るもよ

うだ。

ThyssenkruppMetalFormingは従業員数が約

5,700人で、ドイツ、フランス、英国、スペイン、

ポーランド、トルコ、中国に工場を持つ。2010年

9月期にはおよそ11億ユーロを売り上げた。Thys-

senKruppは中核事業から外れた同事業の売却手続

4.その他
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きを昨年秋に開始。入札には中国の自動車部品メ

ーカーShougangも参加したが、Gestampは3月に独

占交渉権を獲得し、今回の成約に至った。

Gestampは車体向けの金属・構造部品を生産し、

従業員数は約1万8,000人に上る。売上高は31億ユ

ーロ。世界20カ国に製造・開発拠点を持っており、

今回の取引により事業のグローバル化を一段と推

進する意向だ。

（PressRelease2011年5月2日付）

ドイツ：独自動車部品のマーレ、印チェンナイに工場新

設

独自動車部品大手のマーレはこのほど、インド・

チェンナイ（マドラス）に新設した工場でエアー

フィルター・吸排気モジュール、シリンダーヘッド

カバーの量産を開始する。8月より地元自動車メ

ーカーに供給できる見通しだ。

同工場はチェンナイ港から車で2時間の好立地

で、面積は3,300平方メートル。今後、従業員数を

現在の80人から150人に増員する計画だ。

ハインツ・ユンカー社長兼最高経営責任者

（CEO）は同工場について、（地元自動車メーカーに

近いという）好立地が同社のインド市場拡大に寄

与するとみている。また、射出成型技術センター

としてインド国内の他のフィルター工場のお手本

となることが期待される。

マーレは、ピストンシステム、シリンダー部品、

エアーマネージメントおよびリキッドマネージメ

ントシステムにおいて世界第3位。昨年、同業の独

ベーアに資本参加したことで、同社の自動車・商用

車向け空調システムやエンジン冷却装置事業を取

り込んだ。昨年の売上高は53億ユーロとなってお

り、現在100以上の生産拠点を持つ。

（PressRelease 2011年5月5日付）

ドイツ：独SMS、同業Elexis買収へ

金属加工機械大手の独SMS（デュッセルドルフ）

は9日、独中堅機械メーカーElexisへの株式公開買

い付け（TOB）計画を発表した。測量・制御機器

分野で事業を強化する狙い。株式50％以上の確保

と、独禁当局の承認をTOB成立の条件としている。

TOB価格は1株当たり19ユーロで、過去3カ月の

加重平均株価を約34％上回る。買収総額は最大で

約1億7,500万ユーロ。すでにElexisの大株主L.

Possehl&Coから15.2％を譲り受けることで合意し

ているという。

SMSは従業員数が9,000人で、2010年売上高は31

億ユーロに上った。Elexisは従業員数が800人、売

上高が1億3,700万ユーロ。SMSはElexisの独立性

を今後も保つほか、雇用も全員保証するとしている。

（PressRelease 2011年5月9日付）

アルゼンチン：Fiatがアルゼンチンでの農業機械製造に

1億ドルの投資

イタリアの自動車メーカーFiatは、農業機械生

産のためアルゼンチンに1億ドルの投資をすると

アルゼンチン経済省及びFiatが発表した。

同社の子会社CaseNewHollandFiatは、小型トラ

クター、大型収穫機、農業機械用エンジンのFiat

PowertrainTechnologiesの地元での生産及び組み立

てを開始した。

「投資の80％はトラクターと収穫機の生産で、当

初組立を行い、12カ月以内にスペアパーツが製造

される。生産された機械の半分は国内市場向けで、

残りはブラジル及び他の南米各国に輸出される。

この投資により600人の直接雇用及び1,500人の間

接雇用が生まれる。そして、この産業の関連会社

に1億ドル相当のプロジェクトを生み出すことに

なる。」と経済大臣は発表した。

「この投資は、2011年生産を2倍にする予定の農

業機械メーカーによる要望に応えたものである。

一方、アルゼンチンは農業機械の分野においてラ

テンアメリカでの生産の中心となるであろう。こ

の投資は、地域発展戦略の鍵である。」とFiatIndus-

trial社長のSergioMarchionne氏は述べた。

新工場は、78,000㎡を占め、中央アルゼンチンの
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Cordobaに位置する。

産業省によると、2002～2010年の農業機械輸出は、

2010年1億6,950万ドルの9倍ほどに増えるという。

アルゼンチンからの輸出の仕向け先としては、

ベネズエラ、ウルグアイ、ブラジル、ボルビア、

チリ、パラグアイ、米国、オーストラリア、メキ

シコ、ペルー、ロシアが上げられる。

（XinhuaGeneralNewsService 2011年4月26日）

インドネシア：Volkswagen、インドネシアで間もなく工

場建設

欧州自動車メーカーのVolkswagen社は、2011年

末、インドネシアに工場を建設すると産業相M.S.

Hidayat氏は述べた。

「Volkswagen社と建設計画について話し合った。

既に青写真は出来ているようだ。」とJakartaxCon-

ventionCenterで開催されたASEAN-UEビジネスサ

ミットに出席した後、Hidayat氏は述べた。

Volkswagenは過去3年間に渡り、インドネシアで

生産施設設立の可能性について模索して来たが、

今年後半に実現しそうであるという。

インドネシアでのビジネス拡大を狙うVolks-

wagenは、巨大市場となる可能性がある自動車分

野をはじめ、インドネシアでの投資増を目指す欧

州各国と肩を並べている。

しかしながら、Volkswagen社はインドネシアで

の投資額については明言していない。

ドイツ自動車メーカーのインドネシアの拠点設

置計画は、2012年のEuro-3に向けた排気ガス規制

キャンペーンと一体となっていると産業相は語る。

「欧州自動車産業はインドネシアには拠点を持

っておらず、日本と韓国が占有している市場なの

で、国内自動車産業にとっては良いニュースであ

る。」とHidayat氏は述べた。

事前レポートによると、インドネシアのVolks-

wagen工場の投資予想額は、3,500万ユーロ（5080万

ドル）で、2,000人から4,000人の雇用を創出する予

定である。

（AsiaPulse 2011年5月6日）

ロシア：MarrCapital社、6月にTulaにHyundaiのバス・

トラック組立工場建設

MarrCapital社、2011年6月にHyundaiバス・トラ

ック組立工場をTulaにオープンするとGovemor

VyacheslavDudka氏は、記者に述べた。

10億ルーブルの規模の共同計画は2010年10月に

調印された。

「2010年後半、Hyundaiバスの最初の1ロットの製

造を計画した。しかし受け入れ側の状況により製

造を夏まで延期された。」とDudka氏は言う。

この工場では、最初4,500台のバスとトラックを

生産し、5年で25,000台まで増やす予定である。

「現在、150人の従業員を工場にて雇用している

が、3年以内に1,000人まで増加させるつもりであ

る。最終目標は、部品生産を現地で行なうことで

ある。組立ては、車両価格の5～7％にしかならな

いが、部品生産は85％にもなるからである。」と

Dudka氏は言う。

この組立工場はTulaのOJSCCombinemashstroy内

にあり、そこでCKD方式により自動車組立を行なう。

MarrCapital社は、Lukoil前大統領とAltai地区議

員RalifSafin氏とその家族が所有する企業である。

Safin氏はロシアに5箇所の組立工場を建設する計

画を発表した。

（Russia& CISBusinessandFinancialNewswire

2011年5月6日）

インド：主要メーカーの自動車組立価格高騰間近で高級

車はコスト高に

高級車を求めているインドの自動車愛好家達は、

まもなく大切な高級四輪車を所有するのにさらに

大金を支払わなくてはならなくなるであろう。

インド組立車の関税が上がることを受けて、各

国の主要自動車メーカーが価格引き上げることか

ら、インドの外国製高級車はより一層高額となる。

メルセデス、BMW、Audi、LandRover、Renault
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は、増税に伴うコスト高から10ラーク程度インド

での自動車組立価格が増加する。インド政府は国

内工場で組み立てられた外国製高級車の関税を10

～30％上げた。

「ここ数週間以内に、当社の主要モデルの価格が

上がることになる。事前組立部品の割合が高い車

種に高額な関税を支払わなくてはならなくなった。

新規制により新しい価格設定を余儀なくされた。」

とMercedesBenzIndiaのCEO、PeterHonegg氏は述

べる。

同社は、Sクラスのセダンを8ラークほど値上げ

する予定である。Sクラスのセダンは84.3ラーク

から1クローネの間の価格となる。4月に生産され

た新Sクラスセダンは、4～6週間でショールーム

に入り、新価格がつけられる。

Audi、BMW、LandRoverもインドで組立を行な

った高級車の価格を上げる予定である。価格帯と

しては、30～90ラークの車が対象である。

増税は、インドの高級車販売に影響を与えたと

専門家は言う。高級車販売額は収入増と、ローン

の緩和により2010～11年に2倍となった。名目上

の高級車関税は価格競争を可能にする。

「国の政策を研究し、生産戦略を適切に改正する

ことが出来るように備えている。」とAudiIndiaの

CEO、MichaelPershke氏は言う。ドイツ高級車メ

ーカーのA4及びA6セダンとスポーツ車Q5は30％

課税される可能性がある。

フランス車メーカーのRenaultは最大2エーカー

までセダンFluenceの価格を上げる予定である。

Fluenceは、Chennai工場からインドに販売される。

自動車産業の30％の課税を、我々の価格にも反映

させたと同社スポークスマンはいう。

（TheEconomicTimes 2011年5月9日）

CECIMO、2011年工作機械生産2ケタ台の成長を予測

CECIMOは、欧州工作機械メーカーの代表機関

である。会員は、ドイツ、イタリア、スイス、ス

ペイン、フランス、英国、オーストラリア、ベル

ギー、チェコ、デンマーク、フィンランド、オラ

ンダ、ポルトガル、スエーデン、トルコの15カ国の

団体から成る。

2010年CECIMOの生産額は、対前年比1％減で

1,666億ユーロであった。昨年生産額のほぼ3四半

期は輸出向けであったことから、CECIMO地域外

での販売は、上昇し続けるであろう。全体として

は、CECIMOの輸出は2010年123億ユーロと安定し、

欧州製造業の技術的地位と経済改革の成功を示す

結果となった。

欧州の工作機械消費は、2年間減少し続けている。

欧州市場の規模は、2009年比6％減少し、98億ユー

ロであった。一方、輸入は7％減少し54億ユーロで

あった。

「2010年の工作機械生産は、2008年の記録的伸び

から最低額に落ち込むことが明白である。2011年、

欧州工作機械生産額は2ケタ台の伸びとなりそう

である。」とCECIMO欧州経済委員会委員長の

FrankBrinken氏は述べた。「過去3四半期において

非常に好調であったが、2008年のピークの生産高

にはまだ数年かかりそうである。」

「2010年の欧州工作機械生産は、世界の生産額の

三分の一であった。一方今年初旬、CECIMO会員

国は43％を占めた。これはアジア市場の拡大を明

確に示すものである。」とBrinken氏は述べた。

工作機械市場における、欧州のシェアの低さは

輸出高を見ると明らかになる。初めて世界の輸出

高における欧州のシェアが2009年の62％から50％

以下へと減少した。

3年連続厳しい国内市場を経験したアジアの新

興国が、最も輸出の多い国となった。結果として、

欧州メーカーはアジアの取引国が交換レート高に

も拘わらず、低価格によりシェアを伸ばしていく

ことに手出しできなかった。

CECIMOは、アジア市場を開放し市場戦略に特

化することと、欧州の輸出に弊害となる非競争的

慣行について抗議するようEUに要請した。

（METALWORKINGNEWS 5月号）
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5.日工会外需状況（4月）
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